
- 1 - 

 

平成２８年度 第１回 函館市恵山地域審議会会議録 

開催日時  平成２８年７月２７日 水曜日 １４時５５分～１６時０６分 

開催場所  函館市恵山支所 ２階 大会議室 

内  容 議 題 

（１）報告事項 

①前回の意見等の集約結果と取組状況について 

 （２）協議事項 

    ①平成２７年度事業実績について 

（３）地域振興全般に関する意見交換について 

その他 

   ①函館市過疎地域自立促進市町村計画書の配付について 

   ②函館市地域公共再編調査報告について 

   ③学校再編について 

   ④総合体育館について 

 

出席委員 東福洲二 会長  長田征洋 委員  横手義孝 委員  小田 昭 委員 

山口イチ 委員  田中麗子 委員  斉藤勝昭 委員  及川良子 委員 

福澤信明 委員   伊勢英男 委員  野呂利美 委員 

   （計１１名） 

欠席委員 岸本静香副会長  鳴瀬道幸 委員   蔦 佳宏 委員  相澤洋子 委員 

 

（計 ４名） 

報道関係 北海道新聞社 １社 

 

事務局 

出席者 

職氏名 

 松塚 康輔 恵山支所長 

 田中 修一 恵山支所地域振興課長 

 吉村 純子 恵山支所市民福祉課長 

 寺澤 輝義 恵山支所産業建設課長 

 福井 正人 恵山病院事務長 

吉岡  司 恵山教育事務所長 

川村 恭規 恵山支所地域振興課主査 

伊藤 勝利 恵山支所地域振興課主査 

道永 幸樹 恵山支所地域振興課主事 

坪  直也 恵山支所地域振興課主事 

成田 勝純 恵山支所地域振興課主事 

（企画部 計画推進室） 

渡邊  学 計画調整課主査 

江藤 彰洋 計画調整課主事 

宿村 裕史 政策推進課長 

江良 規生 政策推進課主査 

（教育委員会学校教育部） 

柴田  成 学校再編・計画担当課長 

橋本  透 学校教育課主査 

 

 

 

（計１７名） 

１ 開 会（１４時５５分） 

田中課長 

 

定刻より早いですが，皆さんお揃いですので，会議を始めさせていただきま

す。 

その前に，東福会長よりご報告がございます。 
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東福会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中課長 

 

本日は，ご多用のところ，ご出席をいただき，誠にありがとうございます。 

会議に先立ち，平成２７年６月まで当地域審議会の委員を務めていただきま

した，尻岸内町内会会長の澤田省三さんが７月２２日に亡くなられました。 

生前のご活躍に対しまして感謝の意を表すとともに，ご冥福を祈り，黙とう

を捧げたいと思います。 

 

＝ ＝ 黙 と う ＝ ＝ 

黙とうを終わります。 

 

それでは，平成２８年度第１回函館市恵山地域審議会を，始めさせていただ

きます。 

なお，本日の会議は，地域審議会の設置に関する規程第８条第５項の定めに

より，公開としております。 

はじめに，会議の開会に当たりまして，当審議会の東福会長より，ご挨拶を

いただきたいと存じます。 

東福会長，よろしくお願い致します。 

２ 会長あいさつ 

東福会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中課長 

 

 

みなさんこんにちは，本日は，ご多忙の中，平成２８年度第１回函館市恵山

地区地域審議会にご出席いただきまして，ありがとうございます。 

小中学校も夏休みに入り，浜では養殖昆布の水揚げや天然昆布漁が本格的な

時期を迎えているものと思います。 

さて，去る，４月２２日ですが，「合併建設計画の執行状況」答申書手交式

が行われまして，岸本副会長と一緒に市役所へ行ってまいりました。 

４支所の地域審議会の会長，副会長さんとともに，工藤市長に答申してまい

りました。 

また，その後の懇談では，戸井高校の募集停止に伴う遠距離通学の問題や旧

ホテルの解体について，お話をさせていただきました。 

市長からは，遠距離通学については，「４支所だけではなく，函館市全体に

からむ問題であり，検討課題として認識している。」 

また，旧ホテルについては，「放置するわけにはいかない，整理したいと思

っている。」とのことでした。 

時間の関係もあり，２点ほどお話をしましたが，また，機会がありましたら，

地域の声を伝えてまいりたいと考えております。 

本日の議題は，平成２７年度の事業実績などについてでございます。 

委員の皆様の忌憚のないご意見，ご提言を期待して，開会の挨拶とさせてい

ただきます。 

 

東福会長，ありがとうございました。 
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田中課長  また，本日の審議会において，企画部，教育委員会から職員が出席しており

ますので，ご紹介いたします。 

企画部計画推進室計画調整課 渡辺主査です。 

企画部計画推進室計画調整課 江藤主事です。 

企画部計画推進室政策推進課 宿村課長です。 

企画部計画推進室政策推進課 江良主査です。 

教育委員会学校教育部学校再編・計画担当 柴田課長です。 

教育委員会学校教育部学校教育課 橋本主査です。 

３ 職員紹介 

田中課長 

 

 次に４月の人事異動により，事務局に変更がございました。 

私，地域振興課長の田中です。 

 よろしくお願いします。 

 それでは，これより会議を進めてまいりますが，進行につきましては，地域

審議会の設置に関する規定に基づき，会議の議長を会長にお願いしたいと存じ

ます。 

 東福会長よろしくお願いします。 

４ 出席委員の報告 

東福会長 

 

 

 

 

東福会長 

 

 
 

田中課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは，早速ではありますが，次第の３，出席委員の報告についてですが，

本日の出席委員は１５人中１１人と，過半数を超えていますので，地域審議会

の設置に関する規程第８条第３項の規定により，会議は成立していることを，

ご報告いたします。 

 

それでは，会議次第の４，議題に入らせていただきます。 

 初めに，（１）報告事項①「前回の意見等の集約結果と取組状況について」

事務局から説明をお願いします。 

 

前回の意見等の集約結果と取組状況について，ご報告させていただきます。 

 資料１をご覧ください。 

 前回の３月２９日に第３回地域審議会が開催されまして，意見・要望等に関

して記載させていただいております。 

 上から順番に参りたいと思います。 

 初めに，相澤委員から，「若い人から高齢者まで活動できるスポーツを考え

てほしい。」とありました。 

取組状況としましては，様々な年代の方に同じような参加意欲を持ってもら

うことのできるスポーツとなると，なかなか難しいことと考えているが，今後，

調査・研究をしていきます。 

続きまして，小田委員から，「廃校（旧恵山高校）の校舎利用を考えてほし 

い。」とありました。 
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田中課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組状況としましては，旧恵山高校については，閉校して約７年経過してい

るが，財産処分や転用には至っていません。 

 今後も，解体・売却といった財産処分や他の用途への転用も含めた有効活用

について市全体で検討いたします。 

 続きまして，岸本委員・蔦委員・鳴瀬委員から，「遠距離通学費等補助制度

が平成２８年度から対象外となった。生徒の負担軽減となる取り組みをお願い

したい。」 

 ここで，制度も含めて，ご説明させていただきます。 

高等学校生徒遠距離通学費等補助制度は，道教委が道立高校の募集停止に伴

い，遠距離通学等となる場合に，通学費や下宿費にかかる経済的負担を軽減し，

生徒の修学機会の確保を目的とした制度であり，通学費の場合，募集停止後５

年間，実費負担額に対して１万円を超えた額を補助しています。 

 教育委員会としては，制度の必要性を十分認識しており，これまでも道教委

に対し，制度の延長適用の要望を行ってきたが，今後においても，引き続き要

望していきたいと考えています。 

 続きまして，蔦委員から，「総合体育館の屋根を修理してほしい。」 

 取組状況としましては，施設全体が老朽化しており，現在は，予算の範囲内

で随時，修繕しているが今後は，総体的に検討いたします。 

 続きまして，鳴瀬委員から，「コミュニティセンターの集会室が冬になると

寒い。」 

 取組状況としましては，指定管理者において，補助暖房機器を２台購入しま

したということであります。 

 次に２ページ目ですが，東福委員・長田委員・斉藤委員から，「空き家対策

予算があるが，旧函館市だけなのか，合併地域も入っているのか。危険な空き

家があり，景観にも影響がある。空き家対策はどうなっているのか。」という

ものでした。 

 別紙の資料で説明させていただきます。 

函館市の空き家対策につきましては，都市建設部が所管しておりまして，そ

の資料に基づいて，ご説明させていただきます。 

 １枚目をお開きください。 

 一番上に「条例制定の背景」とありますが，全国的に増加しておりまして，

なかには老朽化し，周辺の生活環境に悪影響を及ぼす危険なものがあり，管理

状態が不十分なまま放置されているものもございます。 

 そのような状況を解消するために，平成２６年１月１日に「空家等の適正管

理に関する条例」を施行し，その後，平成２７年５月２６日に「空家等対策の

推進に関する特別措置法」が全面施行されたことに伴い，平成２７年１２月 

１０日，法との整合を図るために条例を改正しております。 

 次に，中段の「空家の所有者の責任」ですが，空家を適切に管理せず，放置

した結果，倒壊や飛散によって他人に影響を与えた場合には，当然，所有者や

相続人が責任を問われる場合があります。 

 建築基準法や民法にも所有者などの責任について規定されております。 

 このようなことから，空家は所有者の責任で適切に管理していただくことが

必要であります。 

 一番下に，「特定空家等とは」とありますが，特定空家等は法により定義さ

れております。 

 簡単に言いますと，先ほども申しあげましたが，所有者などが建物をきちん
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田中課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と管理せず，放置した結果，倒壊などの危険な状態や衛生上の問題など，周辺

の生活環境に害を及ぼすような状態のものをいいます。 

 そのために，右側のページの上の方ですが，まずは，特定空家等にならない

ために適切な管理をしていただくことが重要であります。 

 しかしながら，所有者が近くに住んでいないなどの理由で，適切に管理され

ていない家屋は，少なくないと思われます。 

 そのような管理不十分な空家等を把握した場合は，都市建設部が調査し，所

有者に対し適切な管理について依頼します。 

 どうしても改善されない場合には，下に記載してあります手順によって進め

られ，最終的に代執行という措置を講ずることとなります。 

 なお，代執行を行った場合に要する費用については，所有者に請求すること

となります。 

 次のページをご覧ください。 

 空家に対する措置の流れとなっております。 

 空家等の調査や市民からの情報提供により空家を把握します。 

 みなさまからの情報は，恵山支所を通じて，都市建設部に報告します。 

 その後，先ほどお話ししました流れにより処理することとなりますが，危険

な状態が急迫し，緊急に回避しなければならない場合には，右側の矢印のとお

り，条例に基づく「緊急時の管理行為」として，市が補修や解体を行うことと

なります。 

 この場合にも行政代執行と同様に，要した費用については所有者に請求する

こととなります。 

 以上が空家に関する法と条例の説明となります。 

 次に空家を解体するための補助制度について，ご説明します。 

 函館市では，平成２８年度から，危険な空家の解体工事に係る費用の一部を

補助しており，本年度の予算額は６００万円となっております。 

 次のページをお開きください。 

 補助を受けるには，対象となる空家や経費，施工業者など，一定の条件があ

り，補助限度額は３０万円となっております。 

 ただし，現在のところ，補助対象地区は，函館市空家等対策計画における，

重点対象地区とされておりますので，残念ながら恵山地域においては対象とな

らないものでございます。 

 空家対策に関する説明は以上でございます。 

 続きまして，東福委員・長田委員から「老朽化している教職員住宅は，どう

するのか」これは前回，報告のとおりでございます。 

 続きまして，田中委員から「福祉センター工事中，老人クラブの月例会など

を戸井で行った場合，福祉バスは使用できるのか。」 

 取組状況としましては，老人クラブの福祉バスの利用は，これまでどおり可

能です。 

 参考としまして，福祉センターの工事による休館は８月２９日（月）から  

１１月２９日（火）までの予定であり，休館中は戸井の湯遊館へ温泉送迎バス

を運行いたします。 

 今後，広報紙や防災無線でお知らせする予定です。 

 福祉センターの改修工事は，老朽化した浴室のタイルや脱衣室の床などの改

修と設備の更新を行う予定ということです。 

 続きまして，鳴瀬委員から「恵山墓地の水道について，３月の彼岸の時，水
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田中課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東福会長 

  

長田委員 

 

 

田中課長 

 

 

 

長田委員 

 

田中課長 

 

 

 

 

 

松塚  

支所長 

が出なかった。」 

 取組状況としましては，凍結の恐れがない春のお彼岸の際は，水道を使える

ようにいたします。 

 続きまして，山口委員から「つつじ保育園付近にある「スピードダウン」の

看板が破損している。」 

 取組状況としましては，破損した看板を撤去し，新しい看板を設置いたしま

した。 

 続きまして，斉藤委員から「恵山火山防災ハンドブックについて，説明会は

考えているのか。」 

 取組状況としましては，４月２５日に椴法華支所と合同で町会役員や地元消

防団長などを対象とした説明会を開催したほか，６月から順次，開催している

各町会との懇談会において説明会を行っております。 

 今後は，住民や事業所などと連携した避難訓練を進める予定であり，様々な

機会を通じ周知し努めたいと考えております。 

 続きまして，斉藤委員から「支所長の裁量で使える予算を要望していたが，

どうなったか。」 

 前回，支所長からもお話をしておりますが，平成２１年度から計上していた

「地域コミュニティ推進経費」は，平成２４年度の予算編成にて廃止され，予

算事項名や予算額が明確化されないものの，当初の主旨は継承している。今後

も支所配当予算の範囲内で支所長の権限に基づき，柔軟かつ速やかに対応して

まいります。 

 続きまして，横手委員から「マイナンバー制度の状況は，どのようになって

いるのか。また，どのように進めていくのか。」 

 前回，吉村課長がお話をしましたとおりでございます。 

 

 前回の意見等の集約結果と取組状況は以上でございます。 

 

 ただいまの説明について，ご質問・ご意見等はございますか。 

  

空家対策の費用３０万円となっていますが，旧４町村は対象にならないとい

うことでよいでしょうか。 

 

先ほども申し上げましたが，地図にある地区のみが対象地区となっておりま

す。 

それ以外の地区は，今は，対象になっていません。 

 

その理由は，なぜ，同じ函館市で対象にならないのでしょうか。 

 

都市建設部の所管になりますが，函館市空家等対策計画というものを策定し

ております。 

その中で，重点対象地区というものが定められております。 

まずは，重点対象地区の空家対策等を進めていくという考えのもとで，行っ

ております。 

 

委員会の中で，重点対象地区となった時に，空家の多い地区と西部地区は観

光客だとかなどを考えて，今年はこの地区をやろうというように決めているよ
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長田委員 

 

 

松塚  

支所長 

 

 

 

長田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

東福会長 

 

東福会長 

 

 

 

田中課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うです。 

 

今，支所長が言う内容であれば，来年度でも見直しをして，全市内で対象に

なることもあるということでよいでしょうか。 

 

基本的に予算がありますから，今回ですと６００万円，１件３０万円で２０

件ということになります。 

来年度は，どのくらいの額になって，どのくらいの地域まで拡大できるかと

いうことになると思います。 

 

前回の地域審議会でも述べましたが，今，私の地区でも，深刻な空家があり

ます。 

支所長，課長もご存じだと思いますが，あれが深刻ではないのか，また，観

光・景観いろんな面を考えて私は言っています。 

新しいものは，直ぐに建てるが，古いものはいっこうに処理しない。 

私は，非常に残念に思っております。 

もっと空家対策の予算を増やして，地域に差を付けずに対策を考えてほし

い。 

 

他にございませんか。 

 

 それでは次に 

 議題の（２）協議事項に入らせていただきます。 

 ①「平成２７年度事業実績について」事務局から説明をお願いします。 

 

それでは，協議事項①「平成２７年度事業実績について」ご説明させていた

だきます。 

 配付の資料２，「合併建設計画事業実績一覧（平成２７年度）」をご覧くださ

い。 

 この資料は，合併建設計画の中で平成２７年度に予算化された事業の実績を

一覧としてまとめた資料でございます。 

 それでは，１ページの事業実績総括表をお開き願います。 

 記載内容は，合併建設計画の５つの基本目標にかかる主要施策を項目別に全

地域にわたるものと，恵山地域に係わるものを記載しております。 

 恵山地域に係る事業費の総額，一番下の総合計の欄ですが，予算額，３億２，

３５６万４千円に対しまして，実績額は，２億７，５９６万９千円となってお

ります。 

 主要施策の項目別の事業と実績額につきましては，２ページから８ページに

わたって記載されておりますので，それぞれ担当課より順次説明させていただ

きます。 

 まず，私の方から，地域振興課所管分と一部，企業局の所管分につきまして，

ご説明させていただきます。 

 ５ページをお開き願います。 

 基本目標２の「安全で快適な生活環境を充実するまちづくり」のうち（３）

「交通・情報ネットワークの形成」の「その他関連事業の推進」ですが，右の

備考欄に記載しておりますとおり，実施している事業は，「地域内交通確保対
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策事業」でございます。 

 この事業につきましては，地域振興課のほか，市民福祉課と教育委員会が運

行管理しているものでございます。 

 実績額の内訳ですが，恵山地域福祉バスの運行費といたしまして，４７１万

２千円，スクールバス運行経費といたしまして，１，７６９万１千円，病院送

迎バスといたしまして，６５２万９千円，つつじ保育園の園児送迎バスといた

しまして，８２６万７千円となっております。 

 次に，（５）「生活環境の整備充実」の「水道の整備」ですが，浄水施設整備

として，日浦と大澗の各ポンプ場の水位計，流量計などの更新，また，送水管

整備として，日ノ浜の送水管の更新と合わせまして，１億５，４４１万４千円

の実績額となっております。 

 以上でございます。 

 

 次に，市民福祉課関連分についてご説明いたします。 

 資料の５ページの（５）生活環境の整備充実中「合併処理浄化槽の設置促進」

につきましては，平成２７年度の実績は０件でございました。 

 次に資料の６ページをお開き願います。 

 ３.「やさしさとぬくもりのあるまちづくり」（３）高齢者福祉の推進中，「ひ

とり暮らし高齢者等緊急通報システムの整備」の実績でございますが，平成２

７年度末の設置数は，１４７台で新規設置が２２台，撤去が１４台という状況

となっております。 

 以上でございます。 

 

 続きまして，産業建設課関係の平成２７年度事業実績について，資料に基づ

き，ご説明いたします。 

 資料の２ページをご覧ください。 

 １「多様で力強い産業を振興するまちづくり」の（２）「水産業の振興」の

漁場の造成（コンブ・ウニ・ふのり・天然のり）について，北海道が事業主体

の，ウニ礁設置事業の負担金を支出しております。 

 日浦工区で，ウニ礁用のうち，市負担金は１０分の１の４９０万９千円とな

っております。 

 次に，ウニ・アワビ・種苗等放流について，えさん漁業協同組合が事業主体

で行っております。 

 ウニ種苗深浅移殖放流事業とナマコ種苗放流事業に対する市の補助事業で

ございます。 

 ウニ種苗深浅移殖事業については，昨年度と同様に，地域全体で１８５万個

のウニの移殖をいたしました。 

内訳は，日浦地先１０万個，尻岸内地先６０万個，古武井地先２５万個，恵

山，御崎地先４５万個となっております。 

 事業費２，９１６万５千円に対し，市の補助率は１０分の３で８７４万９千

円を支出しております。 

 次に，新規事業でございます，ナマコ種苗放流事業につきましては，事業量

７万５千個となっております。 

 事業費３７５万円に対し，市の補助率は２分の１で，１８７万５千円を支出

しております。 

 種苗生産および養殖施設の整備について，これはウニの種苗センターの運営
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費ですが，種苗生産供給事業として，１，３７６万５千円を支出しております。 

 続きまして，資料の３ページをお開きください。 

 漁業用機械等購入資金の融資について，これは，函館市全体に係る実績額 

６，９３７万８千円のうち，恵山分につきましては，９件で，１，６４８万円

が融資されております。 

 漁業後継者対策につきましては，函館市全体に係る実績額５４万４千円のう

ち，恵山地域分は，漁業資格取得費補助として，２人分４万４千円を支出して

おります。 

 その他関連事業の推進について，戸井にある漁業無線局の整備事業として，

旧えさん漁協の建物跡地の中継設備が設置され，事業費３４８万８千円に対し

まして，市の補助率２分の１で，１８８万３千円が支出されております。 

 （３）「農林業の振興」の市有林等の整備について，高岱町と柏野町にあり

ます市有林の植栽や下刈等で４４８万３千円を支出しております。 

 つづきまして資料の４ページ目をご覧ください。 

 （５）「観光の振興」の各種イベントの支援につきまして，昨年５月に行わ

れました恵山つつじまつりの補助金として，２３０万円，今年２月に行われま

した恵山ごっこまつりの補助金として３０万円が支出されております。 

 つづきまして，２.「安全で快適な生活環境を充実するまちづくり」（２）消

防・防災・生活安全の充実の小規模治山事業につきまして，平成２７年度は，

昨年度に引き続き，日浦地区治山事業として，事業量（面積）は１，２８８㎡，

事業費は，１，９８１万１千円となっております。 

 これで当該地区の治山事業は完了となります。 

 つづきまして，資料の５ページ目をご覧ください。 

 （５）生活環境の整備充実の，公園・緑地等の整備について，つつじ公園等

の草刈業務および，つつじ公園と隣接する前山の斜面の草刈を実施しておりま

す。 

 事業量は，４．３３ヘクタールで事業量は３４５万６千円となっております。 

 産業建設課関係については以上でございます。 

 

 続きまして，恵山教育事務所の平成２７年度事業実績について，資料に基づ

き，ご説明いたします。 

５ページをお開きください。 

 （３）交通・情報ネットワークの形成，その他の関連事業の推進の備考欄，

スクールバスについてですが，先ほど，地域振興課から説明のあったとおりで

すが，あらためて，平成２７年度からは，その予算と執行に関しては，教育委

員会学校教育部保健給食課に移管されていることを申し添えます。 

 次に，７ページをお開きください。 

 ４.いきいきと学び地域文化を育むまちづくり，（１）生涯学習の推進，その

他関連事業の推進です。  

 ふれあい高齢者大学開設経費７万円，恵山地域文化祭開催経費５千円，書き

初め開催経費８千円，ゲートボール大会開催経費９万１千円，この中には小学

生ミニバレーボール，水泳教室，小学生バトミントン大会が含まれております。

郷土博物館関係経費２５万８千円ですが，展示資料の搬出が主な経費です。 

 体育館・プール管理経費８０４万４千円この中には，約６０万円の修繕費が

含まれております。 

 次に，その下の段の（２）学校教育の充実ですが，外国人英語指導助手の活
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東福会長 

用，小学校４回，中学校２８回となっております。 

 その他関連事業の推進について，小学校の維持補修経費１７４万５千円，中

学校の維持補修経費２１７万円となっております。 

 以上でございます。 

 

 恵山病院の事業実績について，ご説明いたします。 

 資料の６ページをお開き下さい。 

 ３.やさしさとぬくもりのあるまちづくり（１）保健・医療の推進の項目の

医療機器の購入ほかの内容ですが，購入事業としてＸ線ＣＴ診断装置   

２，０７３万６千円，リース事業費として超音波診断装置ほか２０８万９千円

となっております。 

 以上でございます。 

 

 ただいまの説明について，ご質問等お願いします。 

 

 「なし」の声あり 

 

 発言がないようですので，次に進みたいと思います。 

東福会長 

 

 

 

横手委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の議題（３）「地域振興全般に関する意見交換について」に入らせていた

だきます。 

それでは，地域振興全般に関して，ご意見などありましたらお願いします。 

 

さきほど，２７年度の事業実績を聞きまして，２８年度に予算化できるかど

うかのことも含めて，お聞きします。 

まず，一つは，私が選任されているのは，交通安全協会の関係で選任されて

おります。 

先日，市民福祉課長にお願いしたら，出来ませんと言われましたが，この予

算の内容を見ますと，恵山支所地区で交通事故死ゼロが１２月に５０００日達

成します。 

達成できた場合に，椴法華の国道沿いにあるような看板がほしいと思ってお

ります。 

それには，市として回答しないとの市民福祉課長の説明でしたが，この予算

の事業の内容を見ますと，「観光説明版の整備」とか「交通安全の整備」とい

うのが項目としてありますが，それがゼロになっております。 

そういうのに合わせて，「恵山は安全な街ですよ」というような看板を記し

てもらうとありがたいと思っております。 

例えば，道の駅の敷地内に目立つように建てるとかなどで，恵山の観光と交

通安全な街です。というようなアピールができる看板の予算化できないかなと

思っております。 

それと，漁業関係に関する予算が毎年立派な予算を立ててもらっています

が，その中で，施設や機材関係が立派になっていく中で，漁業者の人口減少と

後継者がいないということで，廃業している人の機材を使ってもらえる方を募

集して移住してもらうということが，この予算の中で思いましたが，いかがで

しょうか。 
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福井  

事務長 
 

横手委員 
 

山口委員 

 

 

寺澤課長 

 

 

死亡事故５０００日ゼロの看板を設置できないかとの質問ですが，以前お話

があった時に現在，支所内の予算として交通安全関連の予算はなく，厳しいと

いうお話をいたしました。 

椴法華地区でそういう看板を設置したという，お話を聞きましたので，椴法

華支所にどのような経緯で設置をしたか聞きました。 

もともと合併前の椴法華村の時代に交通安全関連団体の積立金などで交通

安全ゼロを表示したと聞きました。 

２９年度以降にそういう看板の必要性，建てた後の維持管理とかいろいろ多

方面から考えながら，検討したいと思います。 

 

漁業者の廃業者が年々増えてくる状況のなかで，その機材を利用した定住促

進などは出来ないかとの質問でしたが，実態どのような機材があって，それを

漁組さんがどのように対応しているか，いま資料がありませんので，調べまし

て定住促進に役立つのか検討したいと思います。 

 

平成１６年から１９年６月まで，渡島管内の漁業師の会長をしておりまし

た。 

多業種の会社の方々に退職者を含めて，漁業に転換してもらえないだろうか

と漁業の研修として依頼をしました。 

１７年に戸井地区に３組入りました，現在も１組が成功して残っておりま

す。 

漁業というのは，今の私といえどもベテランと言えません。 

どこが始まりで，どこが終わりなのか，不透明な作業もあります。 

なかなか他の産業から，漁業に転換するというのは出来ません。 

私を初め，高齢の漁業者が多くて，後継者がいないというような状況です。 

先ほど，横手委員から，漁業の予算が結構ついているとお話がありましたが， 

養殖，移殖などはダイバーを依頼するなど，特殊な作業があることから，金

額が高く付きます。 

そのようなことから，予算が他の産業からみると膨れていると思います。 

予算は無駄に使わないで，頑張りますのでよろしくお願いします。 

 

先ほどの交通安全の看板ですが，観光と交通安全の看板ということですの

で，よろしくお願いします。 

病院関係で，Ｘ線ＣＴ診断装置を購入したことによって，どのような診断が

できるようになったのか，伺いたい。 

 

Ｘ線ＣＴ診断装置は，更新したものです。 

前回は４列の診断装置でしたが，今回は１６列の診断装置となりました。 

 

はい，わかりました。 

 

海浜公園の遊具についてですが，冬期間使用できないのは例年どおりなんで

すが，今でも使用できないのは，不具合でもあるのでしょうか。 

 

毎年，遊具を専門業者に安全使用できるかということをみてもらっていま

す。 

噴水の方は前から止めていますが，滑り台の方も使っては危険というふうに
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東福会長 

判断されています。 

修繕するにもお金がかかりますので，予算要求したほうがいいのか，または，

撤去し芝生にしたほうが利用価値があるのか，検討しているところです。 

 

ほかに何かございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

発言がないようですので，地域振興全般に関する意見交換は，これで終わり

にしたいと思います。 

貴重なご意見，ありがとうございました。 

東福会長 

 

 

 
 

渡邊主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東福会長 

 

 

 

東福会長 

 続いて，会議次第の４その他に入ります。 

 企画部と教育委員会から報告があります。 

 まず，①函館市過疎地域自立促進市町村計画書について，企画部計画調整課

からお願いします。 

 

 企画部計画調整課の渡邊です。 

 地域審議会の貴重なお時間を頂戴し大変ありがとうございます。 

 また，皆様には，日頃から地域振興にご支援ご協力をいただき，この場を  

お借りして感謝申し上げます。 

 お手元に，「函館市過疎地域自立促進市町村計画」（平成２８～３２年度）を

お配りさせていただいております。 

 昨年１０月に開催された地域審議会において，過疎計画の策定については，

ご説明いたしましたが，前の計画が平成２７年度で期間満了となることに伴

い，計画策定の根拠である「過疎地域自立促進特別措置法」が平成３２年度末

までの時限立法となっていることから，引き続き５年間の計画を策定したもの

であります。 

 今後においても，財政上の特例措置も有効に活用しながら，地域の振興発展

に向けた取り組みを進めてまいりたいと考えておりますので，引き続き皆様の

ご協力をお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

  

ただいまの説明について，ご質問ありますか。 

  

「なし」の声あり 

 

続きまして，②函館市地域公共交通再編調査報告書について，企画部政策推

進課からお願いします。 
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本日は，皆様ご多忙の中，貴重なお時間を頂戴し，誠にありがとうございま

す。 

 私からは，本年５月に函館市内における生活交通の確保方策等について検討

する組織である「函館市生活交通協議会」が取りまとめた，「函館市地域公共

交通再編調査報告書」の中で，東部地区におけるバス路線の再編の概要が示さ

れましたので，ご報告させていただきます。 

 １ページをお開き願います。 

 はじめにということで，本調査報告書を取りまとめるに至った経緯をお示し

してございます。 

 函館市生活交通協議会では，公共交通の現状や課題，課題解決に向けた検討

の方向性などについて議論を重ね，平成２６年２月に「函館市における公共交

通のあり方検討報告書」を取りまとめて以来，誰もがわかりやすく，便利で利

用しやすい，バス路線網等の再編等について検討を進めてきておりますが，こ

のたび，平成２７年度に函館市が策定しました「函館市地域公共交通網形成計

画」に位置付けられた再編事業について，バス路線網の再編案の検討や料金体

系の検討，交通拠点整備が想定される場所の詳細調査などを実施し，本調査報

告書に取りまとめたと示しております。 

 ２ページ目をお開き願います。 

 ２ページ，３ページは，調査の目的と位置づけをお示ししておりますが，「函

館市地域公共交通形成計画」との関係や実施事業と調査内容の関連性などをお

示ししております。 

 ４ページをお開き願います。 

 ここからが東部地区におけるバス路線再編の概要となります。 

 東部地区の公共交通等の見直しにつきましては，これまで，函館市地域公共

交通網形成計画や函館市生活交通ネットワーク計画において，見直しの方向性

や再編案の実現化に向けた検討を行ってきており，アおよびイでそれぞれの計

画での位置づけを掲載しております。 

 ５ページをご覧ください。 

 ウとしまして，東部地区におけるバス路線の状況をお示ししております。 

 東部地区におけるバス路線は，平均乗車密度が低く，慢性的な赤字路線とな

っており，国・道・市からの補助金が投入されていますが，交通事業者の企業

努力だけでは収支の改善が困難な状況にあります。 

 また，東部地区のバス路線は，バスの走行距離が長く，距離制運賃を採用し

ているため，必然的に運賃が高額となり，利用者にとっては運賃負担が大きく

なってしまっているという状況にもあります。 

 現在，東部地区を運行する路線バスは，下の図にお示しのとおり，１０路線

が同一の路線で重複する形で運行されております。 

 なかでも，路線８（南茅部～古部），路線９（日ノ浜団地～椴法華支所），

路線１０（日ノ浜団地～恵山御崎）の３路線は，平均乗車密度が５人未満の路

線で，早急に必要な改善を行う必要がある路線として位置づけられておりま

す。 

 最後に８ページをお開き願います。 

 エとしまして，東部地区におけるバス路線網再編案のイメージをお示しして

おります。 

 ここでは，これまでの検討状況や現在のバス路線の状況を踏まえ，先ほどの

改善計画対象路線を補完するバス路線ネットワークを構築するため，これまで
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の１０路線を３路線に集約し，誰にでもわかりやすく，そして効率的なバスの

運行体制を図ってはどうかというものでございます。 

 ただし，路線数を１０から３に減らしたからといって，バスの運行本数も減

らすというものでございません。 

具体的なバスの運行本数等は，今後，バス事業者である函館バスや地域の皆

様と協議をしながら決めていくこととなりますが，現状より不便をおかけする

ようなことはないようにしたいと考えております。 

なお，路線の見直し時期につきましては，旧市内のバス路線の見直し時期を

平成３２年頃から段階的に進めてまいりたいと考えておりますが，東部地区に

つきましては，地域の皆様と協議が整えば，平成３２年より早い時期での見直

しも可能かと考えております。 

今後，この再編案をもとに検討を進めてまいりたいと考えておりますが，地

域関係者の皆様とも十分協議のうえ，進めてまいりたいと考えておりますの

で，ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

ただいまの説明について，ご質問はありますか。 

 

続きまして，③学校再編について，教育委員会学校再編・計画担当からお願

いします。 

 

函館市教育委員会学校再編計画担当の柴田です。皆様には，日頃から本市の

教育振興にご理解とご協力を賜り,厚くお礼申し上げます。 

本市の少子化については，小・中学生の児童生徒の全体数が約３０年間でお

よそ３分の１に減少している状況でございます。 

教育委員会では，少子化に対応した活力ある学校づくりに向けて，より多様

的な教育活動を展開でき，豊かな人間関係を築き，社会性をより身につけるた

めに，平成２１年に基本指針を定め，望ましい規模の学校の目安を，小学校で

は１学年２学級以上，中学校は１学年３学級以上として，学校再編を進めてお

ります。 

１ページの四角で囲った部分が，再編の考え方であります。 

再編により，クラブ活動・運動会・文化祭・グループ指導などの幅が広がり，

切磋琢磨できる教育活動の充実のほか，男女の偏りや免許外指導の解消などの

効果が期待されます。 

先日の報道にもありましたとおり，７月１３日の学校教育審議会に，今後の

市内の学校の再編案について，次のページの別表のとおり，一括して諮問させ

ていただいたところであります。 

東部地区については，別表の第７グループに記載がございます。 

学校再編は，新しい学校をみんなでつくりあげていくという概念で，これま

で以上の広い地域の様々な人材，風土，文化など，いろいろな面で，より多く

の保護者や地域の方々が積極的に学校に関わっていただくことで，皆様のご理

解・ご協力を今後とも賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

次のページは，再編の流れでございまして，保護者や学校関係者からご意見

を伺いながら，丁寧に進めてまいりたいと考えております。 

最後のページは，当該地域の学校数と児童数の推移でございます。 

以上で説明とさせていただきます。 
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東福会長 

ただいまの説明について，ご質問はございますか。 

 

（「なし」の声） 

 

続きまして，④総合体育館について，恵山教育事務所からお願いします。 

 

総合体育館につきましては，平成２６年３月に策定された「今後の公共施設

のあり方に関する基本方針に基づく「各施設の今後の方向性」について」の対

象となっており，最終的に今後の方向性の検討を進める施設となっています。 

総合体育館と申しましても，いわゆる体育館（アリーナ），プール，運動広

場と３つの施設があり，それぞれについて検討を始めております。 

今年度中には，教育委員会として，一定の整理をしたいと考えています。 

以上でございます。 

 

ただいまの説明について，ご質問ありますでしょうか。 

 

よろしいでしょうか。体育館とは関係ありませんが，先ほどの解体費６００

万円で２７年度は，全額消化されたのかされなかったのかお教えてほしい。 

また，消化されていない場合は，その理由をお教えていただきたい。 

 

都市建設部に確認します。 

 

 

先日，寺澤課長に石垣の件で，お願いしたところ早速対応していただきまし

た。 

ありがとうございます。 

また，高原コースを５年ぶりに再開することになりうれしいです。 

頑張ってください。 

 

ありがとうございます。これからもご教示をお願いします。 

 

他にございませんでしょうか。 

 

「なし」の声あり。 

 

発言がないようですので，以上で本日の日程は，全て終了しました。 

次回の開催は，１０月を予定しています。 

日程，議題内容については，正副会長に一任願いたいが，よろしいでしょう

か。 

 

「異議なし」の声あり 

 

これをもちまして，平成２８年度第１回函館市恵山地域審議会を閉会いたし

ます。 

５ 閉 会（１６時０６分） 
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